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ZFのモデルファクトリー：生産・配送のロジスティックスを結

ぶスマート・インターフェース  
 

 ZFのモデルファクトリーでは効率的な物流による生産性向上を実現 

 自律運搬システムの経験によって加速する自動運転機能の継続開

発 

 年内に実現する初のユースケース 

 

フリードリヒスハーフェン発: ZFは2017年8月以来、製品の物流と生産用資

材の流れの最適化を図るために、フリードリヒスハーフェン第2工場の一部

にインテリジェント・システムを継続的に導入しています。2つの目標の同時

達成を図る「ZFモデルファクトリー」。ひとつは、トラック、そして敷地内で使

用される運搬車両やフォークリフトなどにおけるインテリジェント運搬システ

ムの実用的なソリューションの開発およびマーケティング。もう一つは、蓄積

した経験から生まれた、センサー、カメラ、およびZF ProAIなどのインテリジ

ェント制御システム。開発期間を短縮できるので、自動運転の継続開発の

ためにプロジェクトを進めることができます。さらに、インダストリー 4.0 と自

動輸送システムの融合により、生産工程の高い効率性を実現します。 

 

現代の製造業にとっては、生産高を上げる事は最優先事項です。製造工程

では、製品の流れの約70%が、まだ資材が製造機や組立装置に送られる前

の運搬に費やされています。生産現場への部品運搬と配達を最適に管理で

きれば、生産効率と生産性を飛躍的に高める事ができます。 

 

しかし、これは、2017年8月からZFはフリードリヒスハーフェンにある第2工場

に導入したZFモデルファクトリーの課題のひとつに過ぎません。このプロジェ

クトを率いるイルカー・サリ（Ilker sari）は、次の目標として、「当社は電動化、

自動運転、商用車や産業技術といったZFグループの様々な分野におけるノ

ウハウを統合したいと考えています。このプロジェクトは、いわばZFが考える

未来の形を表しています」と述べています。 

 

このモデルファクトリーを通してZFは、生産プロセスの最適化、「インダストリ

ー4.0」とスマート物流の統合といったアプローチに加え、商用車および産業

技術市場をターゲットにした技術開発も視野に入れています。「自動運転は、

一般道路上だけでなく会社の敷地内など区切られたエリアでも運用されるな

ど様々な用途が考えられます。当社は当プロジェクトにおける自律型運搬シ

ステムの開発で得られた知見を商用車や産業技術市場向けの製品にも活
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用し、それらの分野においてもリーダーとしてのポジションを確立したいと考

えています。 

 

ケース１：工場敷地内における「See – Think - Act」 

ZFが目指しているのは予め決められた限られたルートを走行し、単純な運

搬作業を行う運転者が不要となる配送システムではありません。「ZFが開発

している資材運搬車両は、各種センサーと在庫管理システムがリンクされて

いるコントロールシステムを活用し、周辺環境に応じた動きと必要に応じた

柔軟な対応が可能です。ZFモデルファクトリー内の自律運搬システムは、

様々な新しい機能を習得する能力を備えています。障害物を追い越したり

避けたり、通路がブロックされている場合は別のルートを探したりすることが

できます。コントロールシステムと相互に接続された誘導システムによって、

資材運搬は完璧に管理、最適化されます。その結果、リードタイムの短縮と

在庫管理の向上につながり、生産における効率化が図られます。生産と物

流におけるロスの削減につながるテクノロジーは、業界全体がメリットを感じ

る事が出来ます。 

 

実際のプロジェクトは原材料の配送よりも一つ前のステップから始まります。

現状では、原材料を積んだトラックの到着時間は厳密には決められていま

せん。工場のゲートや積み下ろし作業場での待ち時間は避けられないもの

です。ZFモデルファクトリーでは、サプライチェーンマネージメントの専門家

の協力のもと、デジタル化、待ち時間の短縮、非稼働時間活用の最適化に

取り組んでいます。トラッキングシステムによって、原材料を受け取る側であ

る工場は常にデリバリートラックの場所と到着タイムを分刻みで知る事がで

きます。システムはまた、ドライバーが配達終了後に休憩をとる必要がある

かどうかも記録しており、それに合わせて荷下ろし作業の時間調整も行う事

が可能です。 

 

また、自律走行システムは、工場敷地内に入る前にトレーラー部を切り離し、

工場の納入エリアまで移動させることもできます。BLEタグが輸送中の衝撃

などの情報をデジタルデータで記録します。配送書類に記入された情報とそ

のデータは資材管理システムに記録されます。 

 

トラックが会社の敷地に近づくと、どのフォークリフトが作業を行うかを指示し

て、自動的に荷下ろし場に配置します。これらによって資材を運搬してきたト

ラックの待ち時間や荷下ろし作業に要する時間を大幅に短縮する事ができ

ます。 
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ケース 2：組立工程のコンパクト化 

フリードリヒスハーフェンの第 2工場からは、毎日、数百基の商用車向けトラ

ンスミッションが出荷されます。1基のトランスミッションは 1000近くの小部品

から構成されており、最終組み立て工程にそれらがある程度組み合わされ

た部品として集まります。全ての製造業者と同様、組み立て工程における物

流管理は ZFにとっても非常に重要です。現在、多くの工場では「ミルクラン

方式」によって生産スケジュールに合わせて材料や部品を組み立てライン

の必要な場所に配送していますが、そうした管理は全て人間が行っていま

す。一方、ZFモデルファクトリーではそうしたシステムに代わり、自律運搬シ

ステムが必要なレベルまで組み上げられたコンポーネンツを組み立てライン

に運ぶことができます。このアプローチによって、工場内の物流プロセスをよ

り正確に管理する事が可能となります。 

 

この様なプロセスの最適化には、ZFの工場で資材物流を担当する部署が

参加しています。現在のシステムは今年一杯運用されたのち、さらなる開発

が加えられます。そしてそこから得られたノウハウは、自動運転機能などの

先進技術開発に応用されて行きます。 

 

ZF「イノベーション・フォークリフト」が初登場：高度な自動運転技術を搭載し、

完全にネットワーク化された電動フォークリフト・トラック。ZFのテクノロジー

によって、資材の運搬を自動で行う「見て、考えて、動かす」フォークリフトが 

ここに初めて実現しました。このフォークリフトは、運用コストの低減と同時に

効率と安全の向上を求める業界の最新メガトレンドも取り入れています。 

 

 

画像: ZF 

 

 
本件に関するお問い合わせ先： 

Robert Buchmeier, Head of Technology and Product Communications, 

Heritage Communications, 

Tel.: +49 7541 77-2488, e-mail: robert.buchmeier@zf.com 

 

Frank Discher, Technology and Product Communications, 

Tel: +49 7541 77-960770, e-mail: frank.discher@zf.com 

 

コーポレート・コミュニケーション 中村典子 

JapanPresse.TKY@zf.com 
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ZF Friedrichshafen AGについて 

ZFは 駆動系、シャシ・テクノロジーおよびアクティブ&パッシブ・セーフティ・テクノロジーの分

野で世界をリードする自動車関連部品のグローバル・サプライヤーです。総従業員数はおよ

そ 14万人、世界 40 カ国に 230 の生産拠点を展開しています。2017 年のグループ総売上は

暫定で約 360 億ユーロです。新たな価値を生み出す革新的な製品を提供し続けるため、ZF 

では毎年、総売上の約 6 パーセントを研究開発に投資しています。また、ZF は、世界最大の

自動車サプライヤーの 1 社です。 

 

ZFは、くるまの「見て、考えて、動かす(see, think, act)」を可能にします。その技術により、ZF

はビジョン・ゼロ（交通事故ゼロ）やエミッションフリーのモビリティの世界に向けて取り組んで

います。 幅広いポートフォリオを持ち、自動車、商用車、および産業技術分野におけるモビリ

ティとサービスを進化させていきます。 

 

プレス関係者向け詳細情報および画像データ等はこちらをご覧ください www.zf.com 


